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素晴らしい年になりますように

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。

１．報告

スバ・ランカ協会主催のスリランカ・ツアーに参加された方の感想の続編です。

ご一読ください。前回について、いろいろな感想があるのですねとのお便りを頂き

ました。今回は１０代の方の感想です。書いていただき感謝しています。若い方の

感性からみたスリランカを知るよい機会となりました。今後もこうした若い方の参

加を呼びかけて行きたいと思います。

F.S.さん　　スリランカツアー感想

私が一番強く印象に残っているのは、スリランカが実際よりもずいぶん大きな国

土に感じられたということです。とにかくいろいろなところに連れて行っていただ

きましたが、お寺や世界遺産は、どれも期待以上の感動でした。日本でイメージさ

れるお寺とは、がらりと印象の変わる、鮮やかな色彩が私は大好きになりました。

本気で新婚旅行で行きたい！と思った贅沢なリゾート地や、さまざまな動物のほか

孔雀まで現れたサファリも心から楽しめました。そして人々の日々の暮らしが感じ

られる町並みは、いつまでも見ていたくて、窓の外から目が離せませんでした。い

つのまにか叔母の持っていったデジタルカメラの写真は何百枚にもなり、それだけ

見るものすべてが新鮮で、ひとつでも多くを焼き付けたいと必死だったのだと思い

ます。正直こんなにも見所があるとは思っていませんでした。

そして何よりも、そこに暮らす人々の温かさを感じました。日本人の観光客などほ

とんど見かけないので、少し注目を浴びていた気がします。でもその目に悪意は全

く感じられませんでした。子どもたちの笑顔は本当に可愛かったです。スリランカ

の大学生はみんな勉強に対してまじめで、夢を持っていて輝いていて、大きな刺激

になりました。

今回このような機会がなければ、スリランカを訪れることはなかったと思います。

食事が合わないのではないかと不安で、スーツケースにお菓子を詰め込みましたが、

それらが必要になることはありませんでした。危険を感じるようなこともありませ

んでしたし、本当にのびのびと楽しんでいました。もちろん、その裏にはこの旅行

に関わった人たちの苦労があったのですから、感謝の気持ちでいっぱいです。一生

の財産になる旅でした。そして、またぜひ行きたい！と思いました。ありがとうご

ざいました。

２．連絡　◎　１月２４日（土）有志による資金集めについての会議（新年飲み会）

ふるってご参加ください。参加できそうもない遠方の方には真に申し訳ありません。出来ま



したらご意見をお寄せください。　　　　　　　　＜時間：午後６時から８時＞、

＜予算は 2,500 円(たしなむ程度の方)あるいは 3,500 円くらい（まあまあ飲む方）

＞、＜場所はＪＲ，地下鉄、名鉄の乗換駅金山橋付近、駅構内の「嘉文」を予定＞ 　

飲み食いしながら、協会活動の将来について意見交換をお願いしたいと思います。

そこでのご意見をもとに総会（２月１４日）資料を作成します。予約の関係がある

ので、

出席される方は、その旨を１５日（木）までにメールにてお知らせください。

、


